
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和７年８月２２日 

   第 ８ 号 

阿見町防災危機管理課 

☎029-888-1111(内線 277） 

地区の取り組みを紹介します！ 

【写真左】 
 

エアベッドを災害

用テントの中に入

れる様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所や日時を記し

ます 

 

 

＝○月○日、○○

○○ 

 

 

 

 

 

 

で 

【写真右】 
 

段ボールベッドを

作成する様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所や日時を記し

ます 

 

 

＝○月○日、○○

○○ 

 

 

 

 

 

 

で 

【写真左】 
 

防災危機管理課職

員が訓練の説明す

る様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所や日時を記し

ます 

 

 

＝○月○日、○○

○○ 

 

 

 

 

 

 

で 

 令和７年６月２０日（金）阿見翔裕園にて、防災訓

練を実施しました。阿見翔裕園で防災危機管理課

と地区住民の方を交えた防災訓練は今回が初めて

であり、阿見翔裕園職員１０名、上郷地区住民５名

が参加し、避難所設営訓練、阿見消防署職員によ

る応急手当訓練、水消火器を使用した初期消火体

験を実施しました。避難所設営訓練では、エアベッ

ド、災害用テント、簡易トイレなどを阿見翔裕園職員

の方と上郷地区住民の方が協力して組み立て、避

難生活の具体的なイメージを持つことができただけ

でなく、地域内で交流を深める機会にもなりました。 

  阿見翔裕園の吉村さんは「今回の防災訓練は防

災危機管理課・阿見消防署と連携し、ＡＥＤを用い

た救急救命・避難所設営・初期消火の実践を通じ

て、防災意識を高める貴重な機会となった。今後も

地域と協力しながら、ご利用者の安心・安全な施設

づくりに努めていきたい。」と述べられました。 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年６月１５日（日）中央南区公会堂にて、中

央南区防災会議が実施されました。会議では、災

害発生時における防火・防災に関する基本理念や

本部役員、班長、住民の対応等について話し合い

が行われました。 

防災危機管理課職員及び阿見町消防団第５分

団員２名が参加し、消防団の活動について紹介す

るとともに、防火・防災への心構えについての講話

を行いました。住民からは「分かりやすくて参考にな

った」との声がありました。 

会議後は消防団員指導のもと、水消火器を使用

した初期消火訓練を実施しました。とても暑い中で

したが、皆さん積極的に参加して、消火器の扱い方

や初期消火要領について学びました。 

【写真左】 
 

消防団員からの活

動紹介の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所や日時を記し

ます 

 

 

＝○月○日、○○

○○ 

【写真右】 
 

消火器の扱い方を

説明する様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真左】 
 

水消火器を使用し

た初期消火訓練の

様子 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

大規模災害発生時、断水や停電、設備の損傷などで、トイレが使えなくなる可能性があります。 

想像以上に深刻な健康被害も引き起こす災害時のトイレ。問題を解決するのは「携帯トイレ」です！ 

 

【写真上】防災アドバイザー連絡会総会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所や日時を記します 

 

 

＝○月○日、○○○○ 

 

 

 

 

 

 

で 

 排泄物を吸水シートで吸収するタイプや、凝固剤で固めるタイプ

があり、どちらもトイレの便器にとりつけ使用します。 
 
事前に準備しておきましょう 

携帯トイレ 

 

① ② ③ ④ 

便器をあげて 

ポリ袋をかぶせる。 

便器をおろして、その

上から携帯トイレの袋

をかぶせる。 

用を足した後、排泄物を

固めるシートか凝固剤

を入れる。 

便器につけた携帯トイ

レを外して口をしっか

りしばる。 

準備物 ： 携帯トイレ１セット、ポリ袋１枚 

 

 
いきなり災害にあった時は 

応急トイレ 

 

断水時や停電などで、急にトイレの水が流せなくなってしまった

場合、段ボールでトイレを作ることもできます。 

Aを横向きに置き、

B に合わせて印を

つけ、短い方の 

一辺を残し、5mm

内側を切る。 

① ② ③ ④ 

B のふたの部分は粘

着テープで外側を固

定し、奥に補強用段ボ

ールを入れてからBを

Aの中に入れる。 

AとBの隙間のサ

イズに合わせた補

強用段ボールを

粘着テープで巻い

て詰めます。 

A を閉じ、粘着テ

ープで補強する。 

水に弱いので、

便座部もテープ

で補強する。 

ポリ袋大を被せ、

内側にポリ袋小を

セットする。用を

足し終わったら口

をしっかりしばる。 

 

準備物 ： 段ボール２箱（大・小）、補強に使用する段ボール×３、ポリ袋２枚（大・小）、粘着テープ 

 ⑤ 

令和７年４月２６日（土）中央公民館にて、令和７年

度防災アドバイザー連絡会総会を開催しました。 

 総会では、事業報告や実施計画について説明があ

ったほか、防災アドバイザーで今年度の活動への意

気込みを発表し合い、防災への意識を高めました。 

また、新たな取り組みとして「ドローン部会」の設

立についても話し合いました。この部会は、防災アド

バイザーの中でもドローンの操縦資格を持つ希望者

で構成され、災害時や行方不明者が発生した時にお

いて迅速な情報収集や捜索活動などでの活用を目

指します。町の防災力向上につながる新たな一歩と

して、今後、実践的な活動をしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


